
- 1 - 

船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年５月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 転覆 

発生日時 不明（令和７年１２月２０日 ０６時頃～０６時５５分頃の間） 

発生場所 不明（鳴門
な る と

海峡） 

事故の概要  漁船第２カネイ丸は、航行中、転覆した。 

 第２カネイ丸は、船長が死亡し、主機等に濡損を生じた。 

事故調査の経過  令和７年１２月２２日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸

事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため、行わ

なかった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

漁船 第２カネイ丸、２.０トン 

 ＨＧ３－３８１８６（漁船登録番号）、個人所有 

 ８.８０ｍ（Lr）×２.１６ｍ×０.６９ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関、１４７.１kＷ、平成１２年３月 

 第２８１－３７５１６号（船舶検査済票の番号） 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 船長 ７３歳 

 二級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

  免許登録日  昭和６２年１２月７日 

  免許証交付日 令和４年１月１８日 

         （令和９年１２月６日まで有効） 
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 死傷者等 死亡 １人（船長） 

 損傷 主機等に濡損 

 気象・海象 気象：天気 晴れ、風向 北、風力 １、視界 良好 

海象：波 ほとんどなし（本船発見者の観測）、潮汐 上げ潮の初期

（孫埼）、水温 約１６℃ 

日出時刻：０７時０２分頃 

潮汐表による鳴門海峡の潮流：０６時１５分 

              北流９.５ノット（kn）（最強時） 

 本事故当時、兵庫県南あわじ市に警報及び注意報は発表されていな

かった。 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、令和７年１２月２０日０６時頃に

南あわじ市伊毘
い び

漁港内の係留地から出航した。（図１参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

 ０６時５５分頃、伊毘漁港西北西方沖１.２海里（Ｍ）付近を航行

していたミニボートの船長は、転覆した状態で漂流している本船を視

認し、１１８番通報した。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 転覆した状態で漂流している本船 

海上保安庁提供 

南あわじ市 

鳴門海峡 

伊毘漁港 
福良港 

× 
本船発見場所 

（令和７年１２月２０日 

 ０６時５５分頃発見） 
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 海上保安庁の機動救難士によって船内の捜索が行われ、転覆状態の

本船の右舷側甲板付近で船長が発見された。 

 船長は、病院に搬送され、医師によって死因が短時間での溺水によ

る窒息と検案された。 

 本船は、船長が所属する漁業協同組合の僚船によって南あわじ市丸

山漁港にえい
．．

航された。 

 その他の事項 (1) 本船に関する情報 

  ① 海上保安庁によれば、本船は、発見された際、主機が停止し

ており、主機操作レバーのスロットルレバーが半速域、同ク 

ラッチレバーが前進の位置にあった。 

  ② 現場調査の結果、船体に衝突痕などの損傷は認められなかっ

た。 

(2) 船長に関する情報 

   海上保安庁によれば、船長は、発見された際、国土交通省の型

式承認を受けている腰巻きタイプの自動膨張式救命胴衣を着用し

ており、同救命胴衣は膨張していた。（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 船長が着用していた救命胴衣 

 

   船長の家族によれば、次のとおりであった。 

   ① 平成２８年頃に漁業協同組合に所属し、それ以降頻繁に出

漁していた。 

   ② 本事故当日、自宅を出発する前、体調不良を訴えていな 

かった。 

   ③ 船長がふだん所有していた携帯電話は、本事故後、発見さ

れていない。 

(3) 船長の操業状況に関する情報 

   船長が所属する漁業協同組合担当者及び僚船船長によれば、次

のとおりであった。 

   ① ふだん、ひき縄漁又は竿
さお

釣り漁に従事していたが、１２月

頃から竿釣り漁の釣果が良かったので、主に竿釣り漁を行っ
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ていた。 

   ② 竿釣り漁ではあじ
．．

やいわし
．．．

などを生き餌として使用する。

当時、南あわじ市周辺であじ
．．

やいわし
．．．

などがよく釣れたのは

同市福良港であった。 

(4) 僚船が鳴門海峡を南進する際の進路に関する情報 

   僚船船長によれば、伊毘漁港を出航して鳴門海峡を南進する

際、潮流の影響を避けるために門埼付近（西方約１０ｍ）を通過

する。（図２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 僚船が鳴門海峡を南進する際の進路 

 

(5) 鳴門海峡の潮流に関する情報 

   海上保安庁刊行の鳴門海峡潮流図（平成１３年３月刊行）によ

れば、潮流の概況について、次のとおり記載されている。 

福良港 

伊毘漁港 
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   潮流が激しく流れるところは大鳴門（孫埼と中瀬との間）の下

流であり、北流時には門埼と飛島とを結んだ一線以北、南流時に

は孫埼と門埼とを結んだ一線以南である。潮流はこの一線を通過

すると急に流速を増し、南・北両流ともに幅約６００ｍの帯状を

呈して激しく流れ、小鳴門（中瀬と門埼との間）から流入した支

流をあわせて流速を増し、幅は次第に広まって約１ｋｍに達し、

転流の約２時間後に激流は中央部から３マイルの所までも達する。

（中略）この激流区域の海面は比較的なめらかであるが、その両

側は激しい潮波や渦潮が発生する。 

（図３ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 鳴門海峡潮流図（北流最強時） 

 

 第五管区海上保安本部は、次のとおり「鳴門六則」を定め、地域特

性に合った航行安全指導を行っている。 

 鳴門海峡安全ルール 

  １ 通峡前に気象・海象を十分調べよう。 

  ２ （略） 

  ３ 強潮流時の無理な通峡は止め、潮流のたるみや弱いときに通

ろう。（以下略） 

  ４～６ （略） 

分析 

 乗組員等の関与 

 

不明 

伊毘漁港 

× 本船発見場所 

福良港 
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 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

不明 

不明 

(1) 南あわじ市周辺での竿釣り漁では、あじ
．．

などを餌にしており、

同市周辺であじ
．．

などがよく釣れていたのは福良港であったことや

本船の主機が前進状態であったことから、本船は伊毘漁港から福

良港に向かっていた可能性があると考えられる。 

(2) 伊毘漁港から福良港にたどり着くためには、鳴門海峡を南進し

て通過する必要があるが、本船は潮流の影響を避けるために同海

峡中央部ではなく中瀬と門埼との間を通航しようとしていた可能

性があると考えられる。 

(3) 本船が伊毘漁港を出航した２０日０６時頃は、北流の最強時頃

であり、中瀬と門埼との間では潮波や渦潮（以下「潮波等」とい

う。）が発生していたものと考えられる。 

(4) 転覆状態の本船が北流であった０６時５５分頃に伊毘漁港西北

西方約１.２Ｍの地点で発見されたことから、本船は同地点から南

側で転覆したものと推定される。 

(5) 本事故当日の海上は平穏であり、本船は、鳴門海峡を南進中に

潮波等によって転覆した可能性があるが、目撃者がおらず、船長

が死亡しており、客観的情報も得られなかったことから、転覆に

至る状況を明らかにすることができなかった。 

(6) 船長の死因は、短時間での溺水による窒息であった。 

(7) 船長は、転覆した本船の右舷側甲板付近で発見されたことか

ら、本船が転覆した際に落水し、溺水して死亡したものと考えら

れる。 

原因 本事故は、日出前、本船が、鳴門海峡に向けて出航した後、転覆し

たものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・鳴門海峡を通過する小型船舶の船長は、あらかじめ、気象海象の

状況を調査し、強潮流時や風浪が高い場合には通峡を控えるこ

と。 

 


